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道路管理関連業務の高度化に向けた共同検討に関する連携協定

⚫ NTTグループと岩手銀行は、道路や橋梁、水道といった公共インフラが抱える老朽化への対策や、近年、頻発・激甚化す
る自然災害への対応、専門人材の減少といった課題に対し、民間企業の技術・ノウハウや資金等を活用し公共インフラを
効果的・効率的に運営、維持管理するインフラマネジメント事業を開始。

⚫ 矢巾町とは道路管理関連業務の高度化に向けた共同検討に関する連携協定を締結し、2025年1月より道路管理業務の
課題の把握や可視化等の作業を実施。現在、抽出された課題に対する具体的な打ち手について提案・協議し、今後は同業
務の高度化に向けた施策を両町と連携しながら講じていく計画です。

道路管理関連業務の高度化に向けた共同検討に関する連携協定締結

矢巾町 NTT東日本、NTTME 岩手銀行

・道路管理業務で蓄積したノウハウや情報、抱えている

課題の抽出・共有

・道路管理業務と課題の可視化（共同）

・画像データを活用した道路点検の実証

・実証結果を反映した整備計画の策定（共同）

・道路管理業務のフロー及び課題の可視化

・業務効率化・課題解決に向けたデジタルソリューションの

実装支援

・実証結果のデータ蓄積・分析

・分析結果にもとづく整備計画の策定支援、効果検証

・自治体とNTTグループ、関係する地域事業者との

ネットワーク構築・調整機能の発揮

・まちづくり事業等プロジェクト実施にかかる資金アレンジ等

金融仲介機能の提供



22持続可能なまちづくりの推進

将来的な地域の在り方を絵描き

業務のデジタル化による効率化やデータの蓄積/利活用により

地域の皆様と持続可能なまちづくりを考えております

STEP2
群マネジメント（広域連携・包括委託）

によるインフラ維持管理の在り方の検討
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STEP3
持続可能なまちづくりの推進

都市計画

まちづくりシュミレーション

データの他分野展開

• 住民に選ばれるまちづくり

• 持続可能なインフラ維持

• 安全、安心、快適で

住みやすいまち

• 賑わい活気のあふれるまち

（コミュニティ・経済活性）

自治体 住民

AIを活用した
住民問い合わせ

MMS・ドラレコ・ドローン等を
活用した劣化診断

道路占用申請の
デジタル化

・・・・

データ
利活用 予防保全への

転換

（例）

一元化されたDB
3D都市モデル 等

職員稼働
効率化

STEP1
技術活用による

インフラ維持管理DXの推進
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